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第７２回 北海道植樹祭が開催されました 

 3年ぶりとなる第72回北海道植樹祭が5月28日（土）苫

小牧市静川の「苫東・和みの森」において前日の強風雨

とはうって変わり穏やかな天候の中で開催され、参加者

約300人がミズナラやハルニレ、ナナカマド、アカエゾマ

ツの苗木合計380本を植樹しました。 

 開催に当たり主催者代表の鈴木直道北海道知事が、

「CO２（二酸化炭素）の吸収につながる活力のある森林

づくりや、森林から生産された道産木材の利用促進の取

り組みを道民の皆様とともに進めたい。本日は植樹活動

を通して森林の大切さや森づくりの楽しさを体感してほ

しい」などと述べました。 

 式典の最後に、「苫東・和みの森っこクラブ」と「長

沼みどりの少年団」の子供達が「これからも木を植え、

森を大切に育てることを約束します」と力強い宣言のあ

と、参加者はスタッフの先導で10班に分かれそれぞれの

エリアで植樹活動を行いました。 

 また、植樹活動に際しては、岩見沢農業高校森林科学

科の生徒21名と胆振地区指導林家連絡協議会の会員3名が

植樹参加者のサポートスタッフとして、植え穴掘りやハ

イトシェルター（エゾシカ食害防止資材）の設置作業補

助などにご協力をいただきました。大変ありがとうござ

いました!! 

主催者代表 鈴木知事の挨拶 

「緑の宣言」をする子供達 

ハイトシェルターの設置作業をサポー
トする北海道指導林家（左） 



胆振地区青年林業士の紹介 

 

令和3（2021）年度の新たな認定者 桔梗原

ききょうはら

 光男

みつお

さん 

 北海道では、森林づくりに意欲的な林業後継者を「北海道青年林業士」として認定していま

す。平成２２（２０１０）年度から制度が始まり、この度、「桔梗原  光男（ききょうはら 

みつお）」さんが胆振で１３人目（白老町では初めて）の青年林業士となり、認定証交付式が

３月１５日に桔梗原農園において行われました。 

 桔梗原さんは、２０年以上にわたり父親の和夫氏が経

営する桔梗原農園（※）で原木シイタケ栽培の現場経験

を積み重ねてきました。その傍ら、最近は親子で所有山

林の下刈りや除伐、ほだ木を確保するための伐採作業を

行うなど、里山の利用に意義を見いだしています。 

 ほだ木は従来全て購入していましたが、東日本大震災

を機に価格が高騰したため、所有山林からほだ木原木を

安定的に確保できるよう、継続的に植栽を行い面積の拡

大にも努めています。また、地域においても農業委員や

観光協会理事を務め、白老町の産業振興にご尽力されています。 

 これからは、シイタケづくりだけではなく森林・林業について学ぶ場を得たいと、研修の受

け入れを手始めに、林業界とのつながりや人脈づくりにも努めていきたいと話しています。交

付式では「継承した山林を繋いでいきたい」と抱負を述べられ、今回の青年林業士認定を契機

に、さらなる地域林業の活性化に向けた地域の若手リーダーとしての活躍が期待されます。 

  ※桔梗原農園…白老町字虎杖浜４３９の２ 営業時間：８～17時（10～３月は16時） 

         通年で原木シイタケを直売しています 

 

 

 

（左から）桔梗原光男氏、父の和夫氏 

丸々とした原木シイタケ 桔梗原農園直売所 



マダニに注意しましょう！！ 

○マダニの被害について 

 春から秋にかけて山に入る機会が多くなりますが、この時期は

マダニに咬まれる危険があります。マダニに咬まれることでダニ

媒介脳炎や重症熱性血小板減少症候群（ＳＦＴＳ）、日本紅斑

熱、ライム病などに感染することがあります。北海道では平成２

８年・２９年にダニ媒介脳炎による死者が報告されており、注意

が必要です。  

○マダニに咬まれないために  

（１）服装 

 腕・首・足などの肌の露出を少なくしましょう。長袖・長ズボ

ンを着用し首にはタオルを巻く、帽子や手袋を着用しシャツの袖

口は手袋の中に入れる、ズボンの裾は長靴・靴下の中に入れるな

どしてダニが入り込まないようにしましょう。また、明るい色の

服を着るとマダニを目視で確認しやすくなります。 

（２）作業後の対策 

 作業後にダニの付着がないか全身をよく確認し、帰宅後は入浴

し咬まれやすい箇所（脇の下・足の付け根・手首・膝の裏・首の

周り・耳の周り・頭部）をチェックしましょう。 

（３）忌避剤の使用 

 通常の虫除けスプレーやハッカ油はダニの予防に効果がありま

せん。ディートまたはイカリジンの２種類の有効成分の忌避剤が

市販されていますので、山に入る前に使用しましょう。 

○マダニに咬まれてしまったら 

 ダニの食いつきが浅いうちは除去器具で取り除くことが可能

で、電気ショックでダニを気絶させる器具も発売されています。

無理に引き抜こうとするとマダニの一部が皮膚内に残ったりマダ

ニの体液が逆流する恐れがあるので医療機関で処置してもらいま

しょう。 

 また、咬まれた後数週間程度は体調変化に注意し、発熱等の

症状が見られた場合は医療機関を受診しましょう。 

 

 

衣服に付着したマダニ 

市販されている忌避剤の例 

（イカリジン配合） 

ダニ除去器具（電気ショック） 

参考：○厚生労働省HP ○蜂・ダニ刺されの予防と対策（林業・木材製造業労働災害防止協会） 



樹種 材長 

（ｍ） 

径級 

（cm） 

㎥当たり単価 

（円） 

前月差 

（円） 

100石当たり 

単価（円） 

カラマツ 

3.65  

9～13 7,100 0 197,380 

14～18 9,100 0 252,980 

20～28 10,600 0 294,680 

30～ 11,100 0 308,580 

パルプ  5,800 0 161,240 

3.65  

14～18 9,800 0 272,440 

トドマツ 

20～22 11,200 0 311,360 

24～28 11,600 0 322,480 

30～ 12,200 ０ 339,160 

広葉樹 パルプ  8,800 0 244,640 

【道内の原木流通の動向】 

 トドマツの原木在庫は増加傾向であるが、融雪時期で原木の運搬が停止されるなど原木不足
を懸念する声も。市況は強保合。 

 カラマツの原木在庫は若干増加したものの例年よりは少なく、今後も在庫不足を懸念する声
も。市況は強保合。 

 チップ原料材は保合。 

 注）前月差欄の△印は、値下がりを示す。 

最近の木材市況 

北海道植樹祭スナップショット 

 ～ 道林業木材課調べ  ２０２２年５月 ～ 

【胆振管内工場着価格】 

「植樹班スタッフミーティング」 

上：植樹手順等の説明 

右：岩見沢農業高校の精

鋭の皆さん 

「植樹風景」 


